
施工・取扱説明書

施工およびご使用される前に必ず最後までお読みください。

この度は、弊社人工地盤用ＥＸジョイントをご使用いただき、誠にありがとうございます。
ご使用になる前に必ずこの「施工・取扱説明書」をご一読いただきますようお願いいたします。
間違った施工・取扱を行いますと商品のガタツキや損傷、事故につながる可能性がありますので
ご注意ください。なお、施工終了後は本書をご使用される方へ、必ずお渡しいただくようお願い
いたします。本書は、いつでも見られる場所に必ず保管していただくようお願いいたします。

　　製品の取扱上の注意について
 

・設計条件を超える荷重がかかる場所では使用しないでください。

　　本製品には設計荷重があります。設計条件を超える荷重がかかると、破損や変形を招き、事故を引

　　き起こす恐れがあります。

・取付・取外しは専門業者に依頼してください。

　　清掃や交換などのメンテナンスが必要な場合は、専門業者に依頼してください。取付方法を誤ると、

　　破損や変形、ガタツキを招き、事故を引き起こす恐れがあります。取付・清掃・交換・点検などの

　　際は必ず作業用手袋を着用してください。

・加工をしないでください。

　　切断、穴あけ、切削、変形、塗装などの加工を施さないでください。製品の強度の低下や、錆の発

　　生の原因となり、事故を引き起こす恐れがあります。

・破損、変形した製品は使用しないでください。

　　何らかの原因で、破損や変形した製品は、強度が著しく低下しており、事故を引き起こす恐れがあ

　　ります。適正な製品に交換してください。

・油などが付着した場合、すみやかに取り除いてください。

　　油などの滑りやすいものが製品の表面に付着すると、車両のスリップや歩行者の転倒などの事故を

　　引き起こす恐れがあります。すみやかに清掃を行い、油などを取り除いてください。

・すき間に指を入れないでください。

　　カバーとカバーのすき間や、カバーと受枠のすき間などに指を入れると、指詰めなどの怪我をする

　　恐れがあります。すき間に指を入れないでください。

・持ち運び及び輸送には、充分ご注意ください。

　　重量の重い部材がございます。腰などを痛めたり、足の上に落とすとケガの恐れがあります。

・取扱いには軍手や革手袋をご使用してください。

　　指のケガ及び骨折等の恐れがあります。取扱いの際は軍手や革手袋を必ずご使用してください。

・外部からの強い衝撃を与えないでください。

　　搬入時など本製品に衝撃や荷重をかけないでください。破損や変形する恐れがあります。
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平座金

スラブをクリアランスの端部より受枠Ａ側をJX-TE-Mは100㎜、JX-TH-M
は120㎜、受枠Ｂ側をJX-TE-M、JX-TH-M共に200㎜、Ｇ.Ｌ.より80㎜の深
さで切り欠いておきます。φ10㎜の丸棒を上図の寸法の位置にピッチ
490㎜間隔でたてておきます。

※止水が必要な場合は、別途止水設計に基づき、ステンレス製樋を取り
付けてください。

クリアランス端部より目地外寸法を受枠Ａ側がJX-TE-Mを48㎜、JX-TH-
Mは70㎜、受枠Ｂ側をJX-TE-M、JX-TH-M共に170㎜になるようにそれぞれ
の受枠をセットし、受枠のアンカーを丸棒に溶接固定します。

※受枠ＡとＢの隙間は200㎜になります。

受枠のまわりにモルタルを充填し、その後、舗装面を仕上げます。

※ガタツキや破損などの原因になる可能があるためモルタルはきちん
と充填してください。

カバーを受枠Ａにセットし、下から平座金、Ｕナットの順番でカバー
を固定し、最後にキャップをかぶせます。Ｕナットの締め付けにはＴ
形レンチ呼ビ13(別途)をご使用ください。

カバー充填部を仕上げ施工完了です。

※カバーの開閉時はボルト固定部内の長穴に専用開閉ハンドル(別売)
を差し込んで開閉作業を行ってください。
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※ 内はJX-TH-Mです。
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